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論文内容要旨
 血圧を中心とする循環器系の集団検診が行なわれるようになってからかなりの年月が経過し,
 対象群に対する観察成績が積み重ねられるにつれて,従来の横断的観察のほかに,縦断的観察が
 可能となってきている。著者は東北地方の一水田単作農村である宮城県黒川郡大衡科の一般住民
 について追跡的研究を試みた。同村に冷いては昭和52年7月,58年7月参よび42年8月の
 5回にわたり全住民を対象とした循聚器検診が行なわれた。昭和52年に30オ以上であったも
 ので,この5回の循環器検診のうち2回以上受検したものそれぞれ1255名(昭和52-42
 年).1158名(昭和52-58年)辞よび987名(昭和58-42年)につき,血圧の
 10年,6年および4年間の推移と.こ.の間における身体状況とくに循壌器障害との関連につき
 検討したものである0
 4..大衡村は人口5575名(昭和40年)の水田単作農村であるが,調査期間である昭和、'
 52年から42年までの11年間における主な死因別死亡率は,人口1000対脳卒中て,80
 (45～64オ層では4・24),'O臓病0,92.癌1.15およびその他588となっている。昭
 和32年初回検診時50オ以上であった者2452名のうち,昭和42年までに死亡した者
 520名についてみると,受検者より289名・非受検者より51名で・これはそれぞれの158
 %かよびa5%の死亡があったことになる。総死亡については受検者群よりの出現頻度が有意に
 高かったが死因別には「心臓痺」で総死亡と同様の傾向がみ曇れたほかは「脳卒中」,「癌」,
 冷よび「その他」の各死因では両洋間に有意の差が認められなかった0
 2.初回検診時の年齢階層にしたがって死亡者を追跡し,死因別に死亡者の昭和32年初診時
 に翁ける平均血圧を求め,全被検者の血圧水準と比較したところ,「全死因」冷よぴ「脳卒中」
 による死亡者では最大。最小血圧とも高く,「心臓病」では最大血圧のみが高く,「癌」尉よぴ
 rその他」による死亡者では最大・最小血圧とも住民全体のそれに近いか,やや低めであった。
 しかしこのような死因による血圧の差も50オ代診よび70オ以上層では明かでなかった0
 510年間,6年間萄よ・ぴ4年間の血圧変動をそれぞれの期間の頭初の測定血圧階層別血圧
 変動平均値としてみる孝,血圧階層の低いほど上昇内状きく,血圧階層が高いほど上昇の度が少
 いかまたは却って下降の度が大きいことが知られブヒ。この傾向は男女各年齢層、最大,。最小血圧
 いずれについてもみられ,血圧階層と血圧変動平均値との問の回帰係数および血圧値と血圧変動
 値との間の相関係数はほとんどの組合せに貧いて有意であるが,最大血圧よりは最小重土圧に,男
 子よりは女子に有意性が大きい。この傾向はMi乱'■■らがウエールズ地方の炭坑および農村地帯
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 住民について観察した10年間蔚よび7年間の血圧の推移の成績とは逆の成績となった。
 へ初回検診時・血圧階層により・高血圧冷よびその他ρ循環器疾爆に・よ.砂医療をうけたものの
 出現率をみると、血圧階層が高くなるほど太きぐなることが知られたことから,初診時血圧.の高・
 い者ほど数年又は10年後に冷ける血圧増高の度の少なくなるととの1つの原因として受療によ
 る降圧が考えられる。このことは受療者群と非受療者群との間でx2一検定により血圧変動に有
 意の差がみられることからも知られ,上述の傾向の生ずる原因の1つとして循濃器検診自体のも
 つ保健指導上の意義を確認した0
 5.血圧の推移と体位との関連については初診時血圧別の10奪間の血圧変動とこの間の体重
 尉よび上腕囲の変動との関係をみた。体重については.若年層において,血圧増高の大きな低い
 血圧階層に}や体重増加の大きい傾向がみられ,血圧減少のみられた高血圧階層に体重のやや減
 少する場合もみられたが,年齢層の進んだものでは加齢に伴なう体重減少が一般的であり,全体
 としてみた場合,体重変動と血圧階層冷よび血圧変動との関連には明かな傾向がみられなかった。
 上腕囲についてはいずれの年齢層ぞもほぼ増大の傾向がみられたが,血圧との関連については血
 圧階層ともまた血圧変動とも一定の傾向がみられなかった0
 6.循環器障害との関連については心電図かよぴ眼底血管変化所見につき検討を行なった。心
 電図所見は直記した標準て2誘導心電図を日本循環器管理研究協議会方式により.また眼底血管変
 化は右眼乳頭部冷よびそ'¢)上。下耳側について撮影した5枚のカラースライドを東北大眼科方式
 により判定分類したものを嗣いだ。心電図大分類コードの出現率を初診時血圧階層との関連につ
 いては最大血圧。最小血圧とも血圧階層が大きいほど正常群が少くなり,異常を疑われる群およ
 び異常群の出現率が高くなるという傾向がみられるが,10年間の血圧変動とは特に一定の関連
 .が認められず,心電図所見に対する年齢的因子の関与のあることが示された。眼底血管変化につ
 いてもその高血圧性変化。硬化性変化とも初耳検診時卑圧踏漏と異常所見出現率との間には平行関
 係があるが,10年間の血圧変動との関連は心電図の場合と異なり,変動値の大きいほど眼底血
 管変化の高血圧性変化が強い傾向がみられ,これに対し,硬化性変化では血圧変動との関連はや
 や小さかった。これら眼底変化との関連に冷いては男子が女・子・よりも,最大血圧が最小血圧より
 も大きい傾向が示された。
 以上一束北水田単作農村住民の10年間に亘る1丘1圧の推移,ひよびこれと循環器障害との関連
 について検討を行なった結果,このような長期的追跡研究によって・断面的観察によつては得ら
 れない地域住民に冷ける血圧冷よび循環器障害のna・じuraユユゴ8七〇ryの一部を明かにし,
 この種研究の有用性を示した。
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 審査結果の要旨
 脳卒中が本邦死因の第1位を占め,ことに東北地方農村に高率であるごとは言うまでもないこ
 とであるが,著者は東北地方の一水田単作農村について昭和32年から同42年にかけて5回に
 わたり全住民を対象とした循環器検診をもとにして10年間の追跡調査を行なった。
 昭和52年と同42年の両回にわたり検診を受けたものは1953名である。初回検診時の年
 齢階層にしたがって死亡者を歯し,死因別1て死亡者の昭稿2年初診時の平均嘩を求め報
 検者の血圧水準と比較した結果・脳卒中死亡者では最大,。最小血圧とも高く・心臓疾患死亡者で
 は最大血圧の高い成績がえられたが,癌齢よびその他の死因による死亡者セは最大。最小血圧と
 も住民全体のそれに近いか,やや低めであった。.このような死因による血圧の差は40歳台か
 .レ'
 ら60歳台にかけて顕著であった。
 10年間にかける血圧の変動を初回検診時の血圧階層によって比較するに,血圧上昇は初回検
 診時血圧の低い階層のものほど大きく,初回階層の高いものほど上昇度が少いか却って下降度の
 大であることを認めた。この傾向は男女各年齢層の最大。最小いずれの血圧についてもみられ,
 血圧階層と血圧変動平均値との間の回帰係数お,よび血圧値と血圧変動値との間の相関係数は大部
 分の組合せに沿いて有意であるが,最大血圧よりけ最小血圧に,男子よりは女子に有意性が大き
 いo
 Mia■iらは南ウエールズ地方の炭坑診よび農村の住民について観察した10年間諭よび7年
 間の血圧の推移では,初回検診時血圧の高いもの程血圧上昇度が大であるとしているが,著者の
 成績はこれと逆の関係になって困る。初回検診の結果に基づいて高血圧者には医療を受けるもの
 の多かったことが関係していると考えられるが,受療者群と非受療者群との間のx2一検定によ
 り両群の血圧変動に有意差が認められた。
 心電図かよぴ眼底血管像についても初回検診時血圧の高いものほど1G年後の異常所見出現率
 の大である傾向が認められ,'ことに眼底血管の高血圧性変化は血圧変動の大であったものに強く
 現われたが,硬化性変化についてはそのよう'な関連は少なかった。.
 本論文は東北地方の水田単作農村について長期にわたる住民の血圧の推移を観察するとともに
 循環器障害との関連について公衆衛生学的立場より検討を加えよもので学位授与に値するものと・
 認められる。
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